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議員定数について語ろう
！

議会報告会２月
開催

くわ
しく

は本誌また
は

公式ホーム
ページ

をご
覧くだ

さい

「元気な声に木札が舞う」
　　全町子どもかるた大会（2014.1.19）
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皆さんが
日ごろ感

じている

自由なご
意見を

お聞かせ
ください

！

テーマ
①議員定

数と報酬

②地域で
お困りの

こと

③その他
の意見

２

議
会
報
告
会

※テーマ以外のことでも構いません

連
合
町
内
会
・
自
治
会
共
催
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３

２月
17日 (月 )
18日 ( 火 )
20日 ( 木 )
21日 ( 金 )

くりやまぎかいだより№ 138

南学田公民館　　　　　  
まちの駅「栗夢プラザ」　
ときわ会館　                   

※ご都合のよい会場にお越しください

朝日町内会館
阿野呂第２公民館
南角田公民館

鳩山中央公民館
松栄団地集会所
南部公民館

午後２時
午後６時３０分
午後 6 時

午後６時
午後６時
午後 3 時

午後６時
午後 2 時
午後６時３０分

角田改善センター
日出生活館
12 区会館

午後６時３０分
午後 4 時
午後６時

上記の日程でご参加できない方も議員定数と報酬
についてご意見をお寄せください。
⇒次ページ「町民意見の公募」へ
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▼
Ｅ
メ
ー
ル

gikai-jim
ukyoku@

tow
n.

kuriyam
a.hokkaido.jp

結
果
の
公
表

内
容
を
整
理
し
た
う
え
で
、

議
会
事
務
局
窓
口
、
議
会
だ

よ
り
、
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
公
表
し
ま
す
。
た
だ
し
、

賛
否
だ
け
を
示
し
た
意
見
や

定
数
、
報
酬
に
直
接
関
係
が

な
い
意
見
に
は
議
会
の
考
え

方
は
示
し
ま
せ
ん
。
ま
た
、

ご
意
見
に
対
す
る
個
別
の
回

答
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

議
員
定
数
や
報
酬
は
ど
う
あ

る
べ
き
か
、
町
民
の
皆
さ
ん

の
ご
意
見
を
伺
い
、
こ
れ
か

ら
の
検
討
の
参
考
に
さ
せ
て

い
た
だ
き
た
く
、
次
の
と
お

り
町
民
意
見
を
募
集
い
た
し

ま
す
。（
定
数
、
報
酬
の
い

ず
れ
か
の
み
で
も
可
）  

募
集
対
象 

▼
町
内
に
住
ん
で
い
る
方

▼
町
内
に
通
勤
、
通
学
し
て

い
る
方

▼
町
内
に
事
務
所
、
事
業
所

を
有
す
る
方

募
集
期
間 

２
月
３
日
（
月
）
か
ら
２
月

21
日
（
金
） 

ま
で

提
出
方
法

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、

職
業
及
び
意
見
等
を
明
記

し
（
左
記
の
様
式
を
利
用

ま
た
は
参
照
）、
議
会
事
務

局
ま
で
持
参
ま
た
は
郵
送
、

フ
ァ
ッ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
で

ご
提
出
下
さ
い
。

▼
送
付
先

〒
０
６
９
‐
１
５
１
２  

栗

山
町
松
風
３
丁
目
２
５
２
番

地　

栗
山
町
役
場
議
会
事
務

局
宛

▼
Ｆ
Ａ
Ｘ 

72
１
２
３
３

議会議員の定数と報酬について

町
パ ブ リ ッ ク コ メ ン ト

民意見を公募します

自治体名
人口

（人）
議員定数
（人）

月額報酬
（円）

町長給与
（円）

栗 山 町 13136 13 196000 706000

近
隣
町

由 仁 町 5874 10 158000 520000

長 沼 町 11797 14 192000 721000

南幌町 8533 11 156000 548000

類
似
町

日高町 13730 15 189000 720000

斜里町 12559 14 190000 770000

上富良

野 町
11723 14 170000 720000

美瑛町 10818 14 181000 780000

芽室町 19376 16 198000 795000

全道平均 14279 15.5 188000 720000

資

料

参

考

全国町村議会議長会町村議会実態調査より（2012 年 7 月 1 日現在）

自

治

体

名

定

例

会

臨

時

会

常

任

委

員

会

議
会
運
営
委
員
会

特

別

委

員

会

そ

の

他

会

議

合

　

計

栗 山 町 12 2 17 13 30 11 85

由 仁 町 9 6 8 5 15 0 43

長 沼 町 9 5 11 6 25 19 75

南 幌 町 9 3 12 10 24 14 72

全道平均 10.6 3.9 17.7 11.4 15.1 8.5 67.2

 ②議会の開催日数

 ①議員定数と報酬

※全道平均は人口 10000 人～ 19999 人規模の町村

注
意
事
項

▼
電
話
・
窓
口
で
の
、
口
頭

に
よ
る
ご
意
見
は
受
け
付
け

で
き
ま
せ
ん
。

▼
住
所
、
氏
名
、
連
絡
先
が

な
い
場
合
は
、
受
け
付
け
で

き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

▼
個
人
情
報
は
、
公
表
し
ま

せ
ん
。
ま
た
、
目
的
以
外
に

は
使
用
し
ま
せ
ん
。 

▼
い
た
だ
い
た
書
面
は
返
却

で
き
ま
せ
ん
。 

問
い
合
わ
せ
先

栗
山
町
議
会
事
務
局  

☎ 

73 

７
５
１
７

③栗山町の人口推移と議員定数

※平成２７年以降は、人口問題研究所の推計によるもの

関係資料は議会事務局または議会ホームページでも閲覧できます。
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昭
和
24
年　

町
政
施
行
と
同
時
に
昭
和
22

年
選
出
の
村
議
会
議
員
26
人

が
そ
の
ま
ま
町
議
会
議
員
に

昭
和
34
年

選
出
議
員
を
法
定
ど
お
り
減

数
条
例
が
廃
止
さ
れ
30
人
に

昭
和
38
年　

４
人
減
員
す
る
条
例
が
制
定

さ
れ
26
人
に

昭
和
46
年

国
勢
調
査
で
人
口
２
万
人
を

割
り
現
行
条
例
が
自
然
消
滅

し
定
数
22
人
に

昭
和
62
年

地
方
統
一
地
方
選
挙
の
前
後

に
町
民
の
間
か
ら
議
員
定
数

削
減
の
声

昭
和
63
年

議
員
定
数
調
査
特
別
委
員
会

で
審
査
し
現
状
維
持
で
報
告

平
成
７
年

栗
山
町
内
連
合
会
及
び
日
出

連
合
町
内
会
か
ら
議
員
定
数

削
減
の
陳
情
書
が
提
出

平
成
９
年

議
員
定
数
調
査
特
別
委
員
会

で
審
査
し
定
数
20
人
に

平
成
14
年

町
行
財
政
改
革
推
進
委
員
会

の
中
間
答
申
等
か
ら
、
議
員

定
数
調
査
特
別
委
員
会
を
設

置
し
定
数
18
人
に

平
成
15
年

地
方
分
権
一
括
法
に
よ
り
人

口
区
分
に
応
じ
た
定
数
上
限

数
が
22
名
に

平
成
16
年

合
併
協
議
に
伴
い
新
市
選
挙

区
定
数
配
分
、
自
立
計
画
に

お
け
る
定
数
と
し
て
13
名
に

平
成
23
年

３
月
議
会
報
告
会
で
５
月
予

定
の
町
議
会
議
員
選
挙
に
お

け
る
議
員
定
数
に
つ
い
て
意

見
が
寄
せ
ら
れ
る

８
月
地
方
自
治
法
の
改
正
で

人
口
区
分
に
応
じ
た
定
数
上

限
数
が
撤
廃
と
な
り
町
で
独

自
に
議
員
定
数
を
定
め
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る

平
成
25
年

５
月
町
民
へ
議
員
定
数
に
関

す
る
考
え
方
を
説
明
す
る
必

要
が
あ
る
た
め
議
員
定
数
問

題
等
調
査
特
別
委
員
会
を
設

置
し
検
討
、
現
在
に
至
る

④
議
員
定
数
の
経
過

こ
の
用
紙
を
コ
ピ
ー
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
送
信
用
と
し
て
ご
使
用
く
だ
さ
い
。



6くりやまぎかいだより№ 138

楢
﨑
議
員　

ふ
る
さ
と
特
産

品
の
贈
呈
は
栗
山
町
外
に
居

住
の
方
で
、
５
千
円
以
上
の

寄
附
を
さ
れ
た
方
が
対
象
と

な
り
、
寄
附
を
し
た
年
度
に

つ
き
、
１
回
と
し
て
い
る
が

複
数
回
希
望
す
る
ニ
ー
ズ
も

あ
る
の
で
は
？

経
営
企
画
課
長　

実
績
と
し

て
は
年
間
何
度
も
寄
附
さ
れ

る
方
は
１
人
か
ら
２
人
程
度

だ
が
、
今
後
、
こ
の
ふ
る
さ

と
納
税
制
度
を
戦
略
的
に
活

用
し
て
い
く
こ
と
か
ら
年
間

の
寄
附
回
数
に
応
じ
た
贈
呈

も
導
入
を
検
討
し
て
い
る
。

ま
た
、
現
在
は
一
律
２
千
円

相
当
の
特
産
品
を
贈
呈
し
て

一
般
会
計
他
４
会
計

を
全
会
一
致
で
可
決

質

疑

▼
一
般
会
計
補
正
予
算

５
７
８
４
万
円
を
追

加
し
、
予
算
総
額
は

83
億
３
３
８
６
万
円
。

　

こ
の
う
ち
、
ふ
る
さ
と

納
税
者
記
念
品
は
寄
附
件

数
が
見
込
み
を
上
回
り
、
今

後
必
要
額
を
追
加
す
る
た
め

４
６
７
万
円
を
補
正
し
ま
し

た
。

　

ま
た
、
頂
い
た
ふ
る
さ
と

応
援
寄
附
金
を
基
金
へ
積
み

立
て
る
た
め
８
３
９
万
円
を

補
正
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
今
年
度
は
１
月

末
現
在
で
３
５
０
０
件
、

１
９
７
５
万
円
を
超
え
る
寄

附
を
頂
い
て
い
ま
す
。（
24

年
度
の
実
績
は
１
５
５
件
、

１
６
０
万
円
）

12 月定例会
補正予算

ふ
る
さ
と
納
税
者
記
念
品
４
６
７
万
円

い
る
が
来
年
度
か
ら
は
５
千

円
か
ら
５
万
円
以
上
の
六
つ

の
区
分
を
つ
く
り
そ
れ
ぞ
れ

の
寄
附
金
額
に
応
じ
た
特
産

品
を
選
択
で
き
る
コ
ー
ス
制

を
検
討
し
て
い
る
。

藤
本
議
員　

ご
み
処
理
施
設

に
お
け
る
２
４
０
万
円
の
水

道
料
金
の
補
正
は
成
分
調
整

方
法
の
見
直
し
に
よ
る
も
の

と
の
こ
と
だ
が
具
体
的
内
容

は
？

環
境
生
活
課
長　

最
終
処
分

場
か
ら
流
れ
る
汚
水
に
よ
り

汚
泥
状
態
と
な
る
た
め
水
処

理
を
す
る
が
、
か
く
は
ん

機
の
負
荷
を
軽
減
す
る
た
め

あ
る
程
度
水
で
薄
め
放
流
す

る
。
堆
肥
化
施
設
は
従
来
１

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金

ご
み
処
理
施
設
の

水
道
料

ふ
る
さ
と
応
援
基
金
積
立
金
８
３
９
万
円日

１
回
の
散
水
で
あ
っ
た
が

今
年
か
ら
２
回
に
変
更
し
、

堆
肥
化
の
発
酵
促
進
と
か

く
は
ん
機
の
負
荷
軽
減
を
図

る
。

藤
本
議
員　

今
ま
で
と
処
理

方
法
を
変
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
理
由
と
今
後
も
こ
の
処

理
方
法
で
い
く
た
め
に
同
額

程
度
の
経
費
が
か
か
る
と
い

う
こ
と
か
？

環
境
生
活
課
長　

埋
め
立
て

る
量
が
増
え
る
に
つ
れ
処
理

量
も
増
え
て
い
く
。
埋
め
立

て
ら
れ
た
ご
み
の
安
定
化
を

図
る
た
め
相
応
の
散
水
が
必

要
と
な
り
、
今
後
と
も
水
道

料
は
増
え
て
い
く
こ
と
と
な

る
。
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条
　
例

▼
学
校
施
設
使
用
条
例
を
改

正
　

26
年
３
月
を
も
っ
て
閉
校

す
る
継
立
中
学
校
の
体
育
館

お
よ
び
屋
外
体
育
施
設
を
学

校
開
放
事
業
の
対
象
か
ら
除

外
。

人
事
案
件

意
見
書

Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
及
び
日
本
型
直

接
支
払
制
度
、
経
営
所
得
安

定
対
策
等
「
農
政
改
革
」
に

関
す
る
意
見
書

　

拙
速
な
交
渉
は
避
け
、
農

産
物
重
要
５
品
目
な
ど
の

「
聖
域
」
を
守
る
と
し
た
国

会
内
決
議
を
断
固
堅
持
す
る

と
と
も
に
、
そ
れ
が
で
き
な

い
と
判
断
し
た
場
合
は
、
交

渉
か
ら
脱
退
す
る
こ
と
。
日

本
型
直
接
支
払
（
多
面
的
機

能
支
払
）
制
度
に
お
け
る
、

地
方
自
治
体
の
財
政
負
担
を

改
め
、
全
額
国
費
で
実
施
す

る
こ
と
。
水
稲
農
業
の
持
続

的
発
展
を
期
す
た
め
、
水
稲

農
家
の
所
得
確
保
政
策
な
ど

に
十
分
配
慮
す
る
と
と
も

に
、
米
の
価
格
と
需
給
の
安

定
を
図
る
た
め
、
適
切
な
需

給
調
整
対
策
の
実
施
な
ど
の

政
府
責
任
を
果
た
す
こ
と
。

 中川昇氏 ( 朝日３)

中
川
昇
氏
を
選
任
す
る
こ
と

に
同
意
。
任
期
は
25
年
12
月

22
日
か
ら
29
年
12
月
21
日
ま

で
の
４
年
間
。

▼
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算

一
般
被
保
険
者
高
額
療
養
費

の
増
に
よ
る
追
加
。

（
２
５
１
万
円
の
増
額
）

▼
北
海
道
介
護
福
祉
学
校
特

別
会
計
補
正
予
算

介
護
福
祉
学
校
管
理
業
務
委

託
契
約
に
伴
う
債
務
負
担
行

為
の
追
加
。

▼
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算

福
祉
用
具
購
入
費
の
増
に
伴

う
補
正
。

（
41
万
円
の
増
額
）

▼
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会

計
補
正
予
算

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

納
付
金
の
額
の
確
定
に
伴
う

補
正
。

（
１
４
６
万
円
の
減
額
）

▼
下
水
道
事
業
会
計
補
正
予

算起
債
（
借
入
金
）
額
の
確
定
。

（
１
６
７
０
万
円
の
増
額
）

公
平
委
員
に

中
川
氏
を
選
任

追加した主な事業 補 正 額

ふるさと納税者記念品の追加 467 万円

ふるさと応援基金積立金の追加 839 万円

役場旧庁舎ボイラーの漏油事故修繕 168 万円

特別冬期生活支援金（灯油購入費助成） 100 万円

私立保育所運営費負担金の追加 1721 万円

町長選挙・町議会議員補欠選挙費 225 万円

ごみ処理施設の電気料・水道料の追加 393 万円

経営体育成支援事業補助金の追加 934 万円

継立中学校閉校に伴う備品運搬費 155 万円

ふるさと特産品の中でも人気が高い
町内産の新米セット

そ
の
他

▼
図
書
館
に
係
る
指
定
管
理

者
の
指
定

栗
山
町
中
央
３
丁
目

特
定
非
営
利
活
動
法
人　

く

り
や
ま

▼
勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
に

係
る
指
定
管
理
者
の
指
定

栗
山
町
中
央
３
丁
目

栗
山
地
区
連
合
会

人
権
擁
護
委
員
に

土
田
氏
を
再
任

土
田
清
美
氏
を
推
薦
す
る
こ

と
に
同
意
。
任
期
は
26
年
４

月
１
日
か
ら
29
年
3
月
31
日

ま
で
の
３
年
間
。

 土田清美 氏 ( 松風４)

森
林
・
林
業
・
木
材
産
業
施

策
の
積
極
的
な
展
開
に
関
す

る
意
見
書

関
係
省
庁
へ
提
出

し
ま
し
た
。



12 月定例会

議案審議

図
書
館
指
定
管
理
者
に

特
定
非
営
利
活
動
法
人
く
り
や
ま

可：可決　不：不採択　○：賛成　×：反対　

議　件　名
結

果

八
木
橋

友

成 

大

井 

三

田 

小

寺 

大

西

大

平

藤

本 

楢

崎

置

田

重

山

鵜

川
栗山町図書館に係る指定管
理者の指定 可 ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ―

反
対
討
論

重
山　

教
育
機
関
で
あ
り
無

料
の
原
則
で
あ
る
公
立
図
書

館
を
指
定
管
理
者
に
す
る
メ

リ
ッ
ト
が
ど
こ
に
あ
る
の

か
。

　

公
立
図
書
館
の
指
定
管
理

者
制
度
の
適
用
は
適
切
で
は

な
い
と
す
る
日
本
図
書
館
協

会
の
見
解
も
あ
る
。
こ
の
ま

ま
官
か
ら
民
へ
の
流
れ
に
沿

っ
た
ま
ま
で
良
い
の
か
立
ち

止
ま
っ
て
考
え
る
時
期
に
き

て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
で
は
財
政
的
基
盤

と
持
続
的
な
人
材
確
保
の
面

で
不
安
定
さ
は
否
め
ず
、
住

民
の
熱
意
と
意
欲
に
依
存
す

る
こ
と
に
は
自
ず
と
限
り
が

あ
る
。
指
定
管
理
者
移
行
後

も
図
書
館
司
書
の
退
職
、
新

三
田　

栗
山
町
で
は
20
年
４

月
よ
り
指
定
管
理
制
度
が
ス

タ
ー
ト
し
、
こ
れ
に
つ
い
て

は
議
会
と
し
て
も
可
決
し
た

こ
と
に
間
違
い
な
い
。

　

今
後
の
栗
山
町
を
見
た

時
、
財
政
問
題
、
人
口
減
少

な
ど
課
題
は
あ
る
が
、
行
政

の
ス
リ
ム
化
や
民
営
化
に
よ

賛
成
討
論

くりやまぎかいだより№ 138 8

規
採
用
の
繰
り
返
し
で
定
着

率
が
悪
い
。
民
間
能
力
の
活

用
と
言
う
が
、
現
実
に
は
コ

ス
ト
削
減
と
言
う
目
的
だ
け

で
あ
る
。
指
定
管
理
者
制
度

は
勤
続
年
数
に
従
っ
て
人
件

費
が
上
が
る
こ
と
を
前
提
に

し
て
お
ら
ず
、
給
与
も
下
が

る
か
横
ば
い
で
官
製
ワ
ー
キ

ン
グ
プ
ア
の
温
床
に
な
っ
て

い
る
と
川
村
教
授
は
強
調
す

る
。
今
年
８
月
現
在
、
指
定

管
理
者
制
度
を
導
入
し
直
営

に
変
更
し
た
図
書
館
は
全
国

で
８
館
あ
る
。

　

栗
山
町
図
書
館
が
直
営
の

時
に
機
能
し
て
い
た
図
書
館

協
議
会
も
移
行
後
は
休
眠
状

態
と
も
聞
い
て
い
る
。
高
い

評
価
を
受
け
て
い
る
と
言
う

が
評
価
委
員
会
10
人
の
う
ち

６
人
は
役
場
の
管
理
職
だ
。

　

公
立
図
書
館
の
継
続
性
と

安
定
性
、
司
書
と
し
て
の
専

門
性
の
蓄
積
が
図
ら
れ
な

い
、
中
長
期
的
な
ビ
ジ
ョ
ン

を
持
っ
て
業
務
を
遂
行
で
き

る
司
書
が
育
成
さ
れ
な
い
な

ど
指
定
管
理
者
制
度
に
あ
る

本
質
的
と
も
言
う
べ
き
問
題

点
が
あ
り
、
図
書
館
を
指
定

管
理
者
制
度
に
委
ね
る
こ
と

に
は
反
対
で
あ
る
。

り
雇
用
の
創
出
、
専
門
性
を

発
揮
し
た
事
業
展
開
の
方
向

性
が
示
さ
れ
た
の
だ
。

　

指
定
管
理
者
制
度
が
ス
タ

ー
ト
し
て
６
年
が
経
と
う
と

し
て
い
る
。
各
指
定
管
理
者

は
自
ら
の
能
力
や
専
門
的

知
識
に
よ
り
運
営
さ
れ
て
い

る
。
行
政
側
も
評
価
委
員
会

を
設
け
、
各
施
設
を
現
地
確

認
し
な
が
ら
不
十
分
な
と
こ

ろ
は
指
摘
、
改
善
を
求
め
ア

ン
ケ
ー
ト
な
ど
に
よ
り
利
用

者
の
声
を
反
映
す
る
よ
う
に

指
導
し
て
る
。
ま
た
、
指
定

管
理
者
同
士
の
協
議
会
を
設

賛
成
９
反
対
１
可
決

置
し
意
見
交
換
を
重
ね
な
が

ら
切
磋
琢
磨
し
て
る
。

　

指
定
管
理
者
選
定
委
員
会

に
お
け
る
事
業
者
等
の
提
案

や
意
見
聴
取
を
傍
聴
さ
れ
た

こ
と
は
あ
る
か
？

　

委
員
の
方
々
は
５
セ
ン
チ

以
上
の
厚
い
資
料
を
３
冊
も

４
冊
も
持
ち
事
業
展
開
の
内

容
や
経
営
状
態
ま
で
精
査
し

て
最
良
の
事
業
者
を
選
考
し

て
い
る
。
企
業
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な

ど
の
活
動
の
掘
り
起
し
や
支

援
も
我
々
、
議
員
の
仕
事
と

考
え
賛
成
と
す
る
。

図
書
館
運
営
の
実
態
を
詳
細
に
把
握
し
て
い
る
関
係
団
体

を
指
定
管
理
者
と
す
る
た
め
非
公
募
と
し
て
協
議
し
、
指

定
管
理
者
選
定
委
員
会
の
採
決
に
よ
り
特
定
非
営
利
活
動

法
人
く
り
や
ま
を
候
補
者
と
し
て
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
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11 月臨時会（11 月 15 日）

■平成25年度栗山町一般会計補正予算
３８６４万円を追加し、総額８２億７６０１万円を可決
－主な内容－
○役場旧庁舎ボイラー室の漏油事故に伴う廃油処理
　費用２００万円を追加
○公用車の交通事故による同等車更新費用５９８万円
○９月に発生した降雨による排水路び林道路面の修繕
　料４４９万円の追加
○８月及び９月の降雨による南角田第２支線ほか９路線
　の法面及び側溝補修等の修繕料１０３０万円
○中学校統合に伴う１４人乗りのワゴン及び２９人乗り
　の２台のスクールバス購入１２２７万円
○スキー場圧雪車の購入１０６万円

■公用車交通事故に係る和解
車両の損傷に対する過失割合を町１割、相手方９割とし、それぞれその損害を賠償
－事故の概要－
平成２５年９月１７日、午後２時３０分頃北広島市西の里３９６番地先の国道２７４号線路上にお
いて、町長が同乗した本町総務課嘱託職員が運転する公用車で走行中、反対車線から走行車
線へ突然進入してきた車両の側面部に、公用車の前面部が衝突し、双方の車両が損傷した。
本件に係る本町の損害賠償の額は、相手方の車両修理費等１４６万円のうち、過失割合１割分の
１４万６千円は本町が保険加入している、一般財団法人全国自治協会自動車損害共済よりその
全額が支払われる。なお、この人身部分に係る損害賠償の額も、和解協議が整い次第、提案する。

伝
統
あ
る
、
青
少
年
育
成
会
の
全
町
子
ど

も
か
る
た
大
会
の
一
コ
マ
で
す
。
レ
ベ
ル

の
高
さ
に
驚
き
ま
し
た
。
少
子
化
の
波
の

中
で
継
承
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
心
強
く
思

い
ま
し
た
。
今
後
、
益
々
運
営
が
厳
し
さ

を
増
す
こ
と
が
想
定
さ
れ
ま
す
が
、
北
海

道
の
文
化
継
承
の
た
め
に
ご
尽
力
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

～
大
平
撮
影

表
紙
の
一
枚
！

【補正予算】

【その他】



予算化も視野に入れ適切に対応

①町営住宅の維持管理は行政では
②消費税増税による町民負担は

４議員が一般質問
重山雅世 議員

藤本光行 議員

①公共施設の管理点検の充実を
②ふるさと納税の戦略的活用を

友成克司 議員

八木橋義則 議員

①学校給食センターの進捗状況は

①不在者投票制度の実施確保を
②人口減少対策への考えは

町
政
に

こ
こ
が
聞
き
た
い

10くりやまぎかいだより№ 138
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Ｇｅｎｅｒａｌ　Ｑｕｅｓｔｉｏｎ

公
営
住
宅

  町営住宅の維持管理は行政では

予算化も視野に入れ適切に対応

議
員　

消
費
税
は
低
所
得
者

ほ
ど
負
担
が
重
い
不
公
平
税

制
で
あ
る
。
消
費
税
増
税
の

町
長
の
見
解
と
自
治
体
財
政

へ
の
影
響
額
及
び
各
種
使
用

料
、
給
食
費
、
上
下
水
道
料

金
等
の
公
共
料
金
に
増
額
分

を
機
械
的
に
転
嫁
せ
ず
に
住

民
生
活
の
影
響
を
最
低
限
に

と
ど
め
る
べ
き
で
は
。

町
長　

影
響
額
は
、
概
算

で
歳
入
に
お
い
て
地
方
消

費
税
交
付
金
等
の
収
入
増
が

約
１
千
５
百
万
円
、
歳
出
で

増
税
に
よ
る
支
出
増
が
約

６
千
万
円
と
試
算
し
差
引

４
千
５
百
万
円
程
度
と
な

る
。
各
種
使
用
料
、給
食
費
、

上
下
水
道
料
金
等
へ
の
増
税

分
の
転
嫁
は
、
各
公
共
料
金

の
性
格
や
国
の
政
令
な
ど
を

踏
ま
え
、
適
切
か
つ
慎
重
に

判
断
し
た
い
。
急
激
に
進
展

す
る
少
子
高
齢
化
に
対
応
す

る
た
め
の
社
会
保
障
財
源
の

確
保
、
危
機
的
な
国
家
財
政

の
再
建
に
向
け
た
財
政
規
律

堅
持
の
観
点
か
ら
消
費
税
増

税
は
や
む
を
得
な
い
。

議
員　

社
会
保
障
の
た
め
と

思
う
の
か
。
既
に
年
金
は
下

げ
ら
れ
70
歳
か
ら
の
医
療
費

の
窓
口
負
担
を
１
割
か
ら
２

割
に
、
要
支
援
認
定
者
を
介

護
保
険
外
に
す
る
な
ど
社
会

保
障
削
減
計
画
が
目
白
押
し

で
あ
る
。
増
税
す
れ
ば
景
気

が
悪
化
し
税
収
が
減
り
、
大

型
開
発
の
バ
ラ
マ
キ
で
財
政

危
機
が
加
速
す
る
。
本
町
の

使
用
料
な
ど
適
切
か
つ
慎
重

に
判
断
す
る
と
は
ど
う
い
う

こ
と
か
。

町
長　

政
府
見
通
し
に
よ
る

と
２
０
１
４
年
の
増
収
分

５
兆
１
千
億
円
の
う
ち
の
半

分
強
の
２
兆
９
千
５
百
億
円

が
基
礎
年
金
の
国
庫
負
担
に

充
て
ら
れ
る
情
報
も
あ
る
。

生
活
必
需
品
に
係
る
も
の

等
々
論
議
は
さ
れ
て
い
る
が

具
体
的
な
話
は
お
り
て
い
な

くりやまぎかいだより№ 138

重山雅世 議員

議
員　

平
屋
の
中
央
・
中
里

央
団
地
の
屋
根
は
、
ペ
ン
キ

を
現
物
支
給
し
塗
装
は
入
居

者
に
任
せ
て
い
る
。
町
営
住

宅
の
維
持
管
理
は
行
政
の
責

任
で
は
な
い
か
。
安
全
面
か

ら
も
問
題
で
そ
の
経
費
、
ま

た
維
持
管
理
の
実
態
及
び
計

画
、
今
後
の
方
向
性
は
。

町
長　

公
営
住
宅
の
屋
根
塗

装
修
繕
は
公
営
住
宅
ス
ト
ッ

ク
活
用
計
画
の
中
で
、
概
ね

15
年
周
期
と
定
め
て
い
る
。

　

入
居
者
に
よ
っ
て
は
計
画

修
繕
前
で
は
あ
る
が
屋
根
の

雪
の
落
ち
具
合
が
気
に
な
る

方
も
お
り
、
依
頼
に
応
じ
て

ペ
ン
キ
の
支
給
を
行
い
、
入

居
者
自
ら
が
行
っ
て
き
た
場

合
も
あ
る
。
現
場
の
状
況
把

握
を
行
い
、
入
居
者
の
意
見

も
聞
き
な
が
ら
予
算
化
も
視

野
に
入
れ
適
切
に
対
応
し
て

行
く
。

議
員　

公
営
住
宅
長
寿
命
化

計
画
ど
お
り
中
央
・
中
里
団

地
の
屋
根
塗
装
を
26
年
度
か

ら
行
う
の
か
。

建
設
水
道
課
長　

中
央
団
地

は
計
画
で
は
24
年
、
25
年
。

現
地
の
状
況
を
勘
案
し
、
31

年
に
移
転
計
画
も
あ
り
建
て

替
え
の
時
期
も
に
ら
み
実
施

し
て
い
な
い
。
中
里
団
地
は

26
年
か
ら
４
年
程
度
か
け
て

行
う
。
来
年
度
予
算
は
こ
れ

か
ら
検
討
さ
れ
る
が
担
当
と

し
て
は
屋
根
の
老
朽
化
が
激

し
い
塗
装
が
必
要
な
と
こ
ろ

は
少
し
ず
つ
行
い
た
い
。

増税対策

上
下
水
道
料
金
26
年
度
よ
り
負
担
増

消
費
税
増
税
に
よ
る
町
民
負
担
は

大雪による屋根の傷みが早くこまめな
点検が必要

新年度から公共施設の使用料など
を値上げする自治体も少なくない

い
。
各
種
使
用
料
、給
食
費
、

上
下
水
道
料
金
等
へ
の
増
税

分
の
転
嫁
は
、
上
下
水
道
料

金
は
26
年
４
月
か
ら
８
％
の

消
費
税
と
な
る
。
公
共
施
設

の
使
用
料
は
指
定
管
理
契
約

の
更
新
時
期
で
あ
る
28
年

度
。

議
員　

年
少
扶
養
控
除
廃
止

な
ど
で
子
育
て
世
帯
の
収
入

は
増
え
な
い
中
で
給
食
費
を

27
年
度
か
ら
上
げ
る
の
か
？

町
長　

給
食
費
は
第
６
次
総

合
計
画
が
始
ま
る
27
年
度
に

む
け
慎
重
に
判
断
す
る
。
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12 月定例会　一般質問

施
設
管
理

意識高揚と適切な管理に努める

  公共施設の管理点検の充実を

議
員　

最
近
ふ
る
さ
と
納
税

制
度
は
、
地
場
特
産
品
の
返

礼
制
度
や
寄
付
金
控
除
に
よ

る
所
得
税
、
住
民
税
の
優
遇

が
受
け
ら
れ
る
こ
と
な
ど
か

ら
全
国
的
に
注
目
が
集
ま
っ

て
い
る
。

　

本
町
で
も
近
隣
に
先
駆
け

て
特
産
品
返
礼
制
度
を
設
け

た
こ
と
で
、
本
年
度
に
お
い

て
は
１
千
５
百
件
を
超
え
る

実
績
に
な
っ
て
い
る
と
聞
い

て
い
る
。

　

こ
の
制
度
を
財
政
的
貢
献

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
全
国

に
向
け
た
栗
山
町
特
産
品
の

Ｐ
Ｒ
や
新
た
な
栗
山
町
フ
ァ

ン
の
獲
得
の
場
と
し
て
有
効

に
、
戦
略
的
に
活
用
す
べ
き

と
考
え
る
が
今
後
の
展
望

は
。

町
長　

24
年
度
か
ら
寄
附

者
に
対
し
特
産
品
の
贈
呈

や
町
の
話
題
を
抜
粋
し
た
Ｐ

Ｒ
冊
子
を
送
付
し
て
寄
附
者

を
募
る
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
る
。
寄
附
件
数
は
昨

年
１
５
５
件
、
本
年
度
は

２
千
５
百
件
を
超
え
る
見
込

み
で
あ
る
。

　

来
年
度
に
向
け
、
寄
附
金

額
に
応
じ
て
特
産
品
を
選
択

重油が溢れた役場地下ボイラー室
内にあるオイルサービスタンク

議
員　

現
在
本
町
が
持
つ
各

イ
ン
フ
ラ
や
建
造
物
、
施
設

内
設
備
や
備
品
な
ど
は
老
朽

化
が
進
む
一
方
、
そ
の
維
持

管
理
に
つ
い
て
は
厳
し
い
財

政
運
営
の
中
、
将
来
的
に
大

き
な
懸
念
材
料
に
な
っ
て
い

る
。

　

実
際
一
年
を
通
し
て
み
る

と
、
年
度
計
画
に
な
い
設
備

の
修
繕
や
器
具
故
障
に
よ
る

更
新
な
ど
が
み
ら
れ
る
実
情

が
あ
り
、
先
般
10
月
に
は
庁

舎
ボ
イ
ラ
ー
の
漏
油
事
故
が

発
生
し
、
ボ
イ
ラ
ー
修
理
以

外
に
多
額
の
処
理
費
を
要
し

て
い
る
。

　

各
施
設
の
長
寿
命
化
や
故

障
時
の
二
次
的
被
害
を
防
ぐ

た
め
に
も
、
今
一
度
管
理
点

検
体
制
の
充
実
と
管
理
意
識

の
徹
底
が
必
要
と
考
え
る
が

今
後
の
対
応
は
。

町
長　

毎
年
、
予
算
措
置
を

行
い
法
令
に
基
づ
く
定
期
点

検
や
維
持
管
理
上
、
必
要
な

点
検
整
備
を
行
っ
て
い
る
。

　

指
定
管
理
施
設
も
指
定
管

理
料
に
諸
経
費
を
含
め
適
正

な
管
理
に
努
め
て
い
る
。
年

次
計
画
を
立
て
改
修
や
更

新
を
行
っ
て
い
る
が
不
測
の

事
態
な
ど
は
補
正
予
算
で
対

応
。
ボ
イ
ラ
ー
の
漏
油
事
故

を
教
訓
に
配
管
周
り
を
定
期

点
検
項
目
に
加
え
る
と
と
も

に
、
有
資
格
者
に
よ
る
日
常

点
検
整
備
を
行
う
。

　

施
設
管
理
職
員
の
研
修
を

行
い
安
全
意
識
の
高
揚
と
適

切
な
維
持
管
理
に
努
め
る
。

納税制度

寄
付
金
額
に
応
じ
た
特
産
品
を
提
供

ふ
る
さ
と
納
税
の
戦
略
的
活
用
を

大丸札幌店で限定販売された町内産
栗を使用した「栗山町の渋皮煮」

くりやまぎかいだより№ 138

で
き
る
コ
ー
ス
制
の
導
入
を

検
討
し
て
い
る
。
こ
の
ふ
る

さ
と
納
税
制
度
は
歳
入
の
確

保
策
に
と
ど
ま
ら
ず
、
特
産

品
の
Ｐ
Ｒ
、
本
町
の
魅
力
あ

る
取
り
組
み
を
全
国
発
信
で

き
る
貴
重
な
機
会
で
あ
る
の

で
栗
山
ら
し
い
制
度
と
し
て

確
立
し
て
い
く
。

藤本光行 議員

質問は要約されています
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Ｇｅｎｅｒａｌ　Ｑｕｅｓｔｉｏｎ

教
育
環
境

  学校給食センターの進捗状況は

由仁町の判断を待ち対応する

議
員　

21
年
12
月
に
給
食
セ

ン
タ
ー
の
調
理
業
務
等
民
間

委
託
が
否
決
と
な
り
、
過
去

２
回
に
わ
た
っ
て
、
同
セ
ン

タ
ー
の
将
来
像
に
つ
い
て
一

般
質
問
を
し
た
。

　

そ
の
答
弁
は
、
同
セ
ン

タ
ー
は
築
20
年
を
超
え
毎
年

の
よ
う
に
突
発
的
な
修
繕
が

発
生
し
、
維
持
補
修
費
が
か

さ
ん
で
い
る
。
加
え
て
学
校

給
食
衛
生
管
理
基
準
へ
の
対

応
に
苦
慮
し
て
お
り
施
設
の

適
正
な
整
備
が
必
要
な
状
況

に
あ
る
こ
と
か
ら
、
当
町
単

独
と
広
域
連
携
に
よ
り
由
仁

町
と
の
共
同
の
場
合
を
事
務

レ
ベ
ル
で
比
較
検
討
を
し
て

い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　

学
校
給
食
は
、
成
長
期
に

あ
る
児
童
生
徒
に
バ
ラ
ン
ス

の
と
れ
た
食
事
を
提
供
し
、

何
よ
り
も
安
心
安
全
で
お
い

し
い
給
食
を
提
供
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

　

こ
れ
ら
を
考
慮
す
る
と

平成３年に建設された町給食センターも老朽化が進む

くりやまぎかいだより№ 138

友成克司 議員

き
、
現
状
の
よ
う
な
牛
歩
的

な
進
捗
・
展
開
で
良
い
の
か
。

　

ま
た
、
同
セ
ン
タ
ー
の
改

築
に
当
た
っ
て
は
、
第
６
次

総
合
計
画
に
盛
り
込
む
と
の

こ
と
だ
が
、今
後
の
対
応
は
。

教
育
長　

南
空
知
４
町
広
域

連
携
検
討
会
議
の
中
で
学
校

給
食
業
務
に
つ
い
て
は
南
幌

町
と
長
沼
町
が
単
独
実
施
の

意
思
表
示
を
し
た
こ
と
か
ら

由
仁
町
と
本
町
と
の
検
討
協

議
と
な
っ
た
。

　

23
年
７
月
に
給
食
部
会
を

設
置
し
、
そ
の
後
９
回
事
務

担
当
者
レ
ベ
ル
で
協
議
を
重

ね
、
両
町
の
財
政
担
当
課

も
含
め
共
同
実
施
、
単
独
実

施
に
つ
い
て
建
設
費
及
び
運

営
費
を
積
算
し
、
そ
の
結
果

を
両
町
の
理
事
者
へ
報
告
し

た
。
現
時
点
で
は
、
由
仁
町

の
判
断
を
待
っ
て
い
る
状
況

で
あ
る
。

　

今
後
の
対
応
に
つ
い
て
は

指
摘
の
と
お
り
老
朽
化
が
進

ん
で
い
る
こ
と
や
学
校
給
食

法
の
規
定
に
基
づ
く
対
応
が

で
き
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
学
校
給
食

関
係
者
等
で
構
成
す
る
学
校

給
食
運
営
委
員
会
の
意
見
を

伺
い
自
治
基
本
条
例
と
の
整

合
性
を
図
り
な
が
ら
第
６
次

総
合
計
画
の
前
期
に
計
上
す

る
予
定
で
あ
る
。

議会だよりではスペースの都合上、審議した議案や質問・答弁の内容を
要約して載せています。
会議の内容は、会議録に詳細に記録されており、ご覧になりたい方は
議会事務局までお問い合わせください。

質問は要約されています
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12 月定例会　一般質問

くりやまぎかいだより№ 138

選
挙
制
度

外部立会人制度の導入を促進

  不在者投票制度の実施確保を

議
員　

成
年
被
後
見
人
の
選

挙
権
回
復
等
の
た
め
公
職
選

挙
法
が
改
正
さ
れ
た
。ま
た
、

指
定
病
院
等
の
不
在
者
投
票

管
理
者
に
は
、
市
区
町
村
の

選
挙
管
理
委
員
会
が
選
定
し

た
外
部
立
会
人
を
立
ち
会
わ

せ
る
な
ど
の
不
在
者
投
票
の

公
正
な
実
施
確
保
が
努
力
義

務
化
さ
れ
、
選
挙
の
透
明
性

が
高
ま
る
が
①
成
年
被
後
見

人
の
選
挙
権
回
復
者
は
何
人

か
。
②
不
在
者
投
票
の
で
き

る
病
院
・
施
設
は
何
カ
所
か
。

③
外
部
立
会
人
の
北
海
道
、

栗
山
町
選
挙
で
の
費
用
負
担

は
。
④
病
院
長
や
施
設
長
を

対
象
と
し
た
事
前
の
打
ち
合

わ
せ
を
開
く
べ
き
で
は
。

選
挙
管
理
委
員
長　

７
月
の

参
議
院
議
員
選
挙
で
は
、
指

定
病
院
等
へ
主
旨
が
十
分
浸

透
し
て
お
ら
ず
、
外
部
立
会

人
の
要
請
が
な
か
っ
た
。

①
成
年
被
後
見
人
の
選
挙
権

回
復
者
は
11
人
。
②
病
院
１

カ
所
、
施
設
３
カ
所
。
③
知

事
、
道
議
会
議
員
選
挙
は
道

費
で
町
長
、
町
議
会
議
員
選

挙
は
町
単
費
で
措
置
す
る
。

④
病
院
長
や
施
設
長
と
十
分

話
し
合
い
、
誤
解
の
な
い
よ

う
な
方
法
で
外
部
立
会
人
制

度
を
導
入
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
働
き
か
け
を
し
て
い
き

た
い
。

黒松内町の子育て世帯を対象とした低家賃住宅
（３ＬＤＫ　月額１万５千円）

議
員　

地
方
自
治
に
お
け
る

最
大
の
難
題
は
少
子
高
齢

化
、
人
口
減
少
で
あ
り
、
社

会
の
活
力
を
ど
う
維
持
向
上

さ
せ
て
い
く
か
が
問
わ
れ
る

時
代
に
入
っ
た
。
ま
ち
づ
く

り
、
ま
ち
お
こ
し
は
全
面
的

に
力
を
合
わ
せ
考
え
を
結
集

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

人
口
減
少
対
策
に
取
り
組

む
現
状
を
黒
松
内
町
で
調
査

研
究
し
て
き
た
。
農
村
や
自

然
の
環
境
を
活
か
し
た
地
域

づ
く
り
を
進
め
よ
う
と
、
子

育
て
世
代
に
よ
る
定
住
・
移

住
の
促
進
を
図
り
子
育
て
支

援
低
家
賃
住
宅
政
策
に
取
り

組
ん
で
い
た
が
当
町
の
人
口

減
少
対
策
へ
の
考
え
は
。

町
長　

本
町
で
も
人
口
減
少

に
な
か
な
か
歯
止
め
が
か
か

ら
な
い
状
況
で
あ
る
。
厳
し

い
財
政
状
況
の
中
、
義
務
教

育
終
了
ま
で
の
医
療
費
助
成

な
ど
子
育
て
支
援
事
業
、
住

宅
団
地
造
成
等
に
よ
る
移

住
、
定
住
促
進
事
業
、
積
極

的
な
企
業
誘
致
に
よ
る
雇
用

の
確
保
、
自
然
環
境
の
保
全

や
環
境
教
育
の
推
進
な
ど
に

取
り
組
ん
で
き
た
。

　

懇
談
会
等
で
町
民
皆
さ
ん

か
ら
出
さ
れ
た
ご
意
見
も
参

定住促進

議
会
と
町
民
の
英
知
も
得
な
が
ら

人
口
減
少
対
策
へ
の
考
え
は

北雄ラッキー栗山店前で選挙の投票を呼び
かける町選挙管理委員会

考
に
し
な
が
ら
第
６
次
総
合

計
画
に
活
か
し
た
い
。
行
政

だ
け
で
は
な
く
、
議
会
、
町

民
皆
さ
ん
の
英
知
を
結
集
し

人
口
減
少
率
を
最
小
限
に
食

い
止
め
た
い
。

八木橋義則 議員
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出来事・話題
T o p i c s

栗山町議会では、議会運営や政務活動費などに
ついて町民の皆様から直接ご意見、ご感想を

頂くだめ議会モニターを導入しています。今年度
は 7 月と 12 月に会議を開催し下記ようなご意見
を頂きました。詳細につきましては次号（５月１
日号）に掲載予定です。

議会モニター会議

※注１　正副議長（鵜川議長、八木橋副議長）は、議会運営委員会には委員ではなく、オブザーバーとして出席
※注２　監査委員（小寺議員）は、決算委員会には監査委員として出席
※注 3　置田議員は 25 年 5 月より総務教育常任委員から産業福祉常任委員へ
※注 4　大平議員は 25 年 5 月より産業福祉常任委員から総務教育常任委員へ
※注 5　議会運営委員のうち重山議員は 25 年 5 月まで、藤本議員は 25 年 5 月からの任期
※注 6　各特別は予算、決算、自治基本条例等審査、学校統合調査、議員定数問題等調査、中長期財政問題等調査
※注 7　その他は一般会議、議会報告会、モニター会議

25年1月1日～12月31日本会議 委員会 出欠状況

会議名 定例会 臨時会 総務教育 産業福祉 広報広聴 広報小 議会運営 各特別 その他 出席 欠席
出席率
（％）

八木橋義則 13 3 - 21 5 - - 22 17 81 2 97.6

友成　克司 13 3 10 - 4 - 12 23 16 81 3 96.4

大井　賢治 10 3 - 21 4 11 - 23 14 86 9 90.5

三田　源幸 13 3 - 21 4 11 12 24 17 105 2 98.1

小寺　　進 13 3 9 - 5 - - 20 16 66 3 95.7

大西　勝博 13 3 - 21 5 12 12 23 17 106 1 99..1

大平　逸男 13 3 8 8 5 12 - 24 16 89 1 98.9

藤本　光行 13 3 10 - 5 12 7 24 17 91 0 100

楢﨑　忠彦 13 3 10 - 5 - - 24 16 71 1 98.6

置田　武司 13 3 2 13 5 - 12 24 16 88 1 98.9

重山　雅世 13 3 - 21 5 12 5 24 17 100 0 100

鵜川　和彦 13 3 - - - - - - 17 33 0 100

議員の出席簿

①議会モニター会議の会議録をホームページ、
　議会だより等に公開する
②議会モニターの初任者研修を検討
③本会議場右側の発言者の声が聞き取りにくい
　ことがある
④一般質問で積極的な政策提言を
⑤議会モニターに定例会資料を事前配布
⑥モニター会議を気楽に参加できる仕組みへ

○議会モニター
木藤　清氏、高橋　慎氏、國岡　正好氏、松下　早苗氏、宮川　ゆかり氏
木内　学氏、青木　悟氏、山本　忠史氏、土井　猛氏
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議会の予定

くりやまぎかいだより№ 138

ソチで開催される冬季オリンピックで、北海道の代表がメダル獲
得に大きな期待がかかっています。また東京都知事選挙では、

原発の是非などを争点に選挙戦が始まり、テレビに釘付けの日々が続
いていることと思います。
　本議会では、毎年３月末から行っている議会報告会を記事にあるよ
うに２月１７日から開催されることになりました。今年の報告会は、
特別委員会で審議中の定数と報酬に関する町民の声を、議決前に多く
聴くことを重点に開催することになりました。多数の参加をご期待い
たします。
　４月１日告示の町長選挙と同時に議員の補欠選挙も行われます。栗
山のまちを思う志の高い方が議員となられることも、合わせて期待し
ております。

（大平）

「栗山町に来て」
     坂本 美智子 さん（湯地）

　私は、栗山町に昨年の５月末に来ました。人づてにある方か
ら、栗山町で農業に関わる仕事をする人を探していると聞いた
からからです。初めは栗山町と聞いても、北海道日本ハムファ
イターズの栗山監督に関することで少し知っている程度でし
た。どのような風景や場所なのかも想像できませんでした。栗
山町に来て感じたことは都市部からも割と近く、町内には普段
の生活に困らないお店もある程度あり、便利なまちだというこ
とです。また、栗山町には「町の暮らし」と「農村の暮らし」
があり、自分のやり方次第ではバランスよく取り入れて生活で
きるまちだと感じました。
　私は、札幌市出身で自動車の運転からしばらく遠ざかってい
ましたが、栗山町に来ることをきっかけに運転するようになり
ました。初めて札幌の実家から自分の車で栗山町に来た時は無
事にたどり着けるか緊張しましたが最近では栗山駅辺りまで来
ると今日もまた無事に帰ってきたとほっとします。そういう自
分に栗山町に慣れてきたことを感じながら若い人たちにももっ
と栗山町を知ってほしいと思っています。札幌から近く農業が
できるまち、まだまだ知らないまちの魅力も含めて多くの人に
知ってほしいと感じています。

議会の予定は変更になる場合がありま
す。議会事務局または議会ホームペー
ジでご確認ください。

　　　　は議会活動に触れる最も
身近な方法です。皆さんの選んだ議
員の活動や町政の方針などを、ぜひ
ご覧ください。会議当日の受付で傍
聴できますので、役場旧庁舎３階の
傍聴席入口までお越しください。

傍聴
議会に行こう！

３月定例会の開会日

月　　 日～３３

町議会のくわしい情報は栗山町議会ホームページへ 栗山町議会 検索
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編集後記

vsbs

広報広聴常任委員会（広報小委員会）
委員長／藤本光行　副委員長／重山雅世
委　員／大井賢治　三田源幸　大西勝博　大平逸男

2 月 17 日（月）～ 議会報告会
21 日（金） 議員定数問題等調査

特別委員会
27 日（木） 議会運営委員会

3 月 3 日（月）～ 第 2 回定例会


